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ー」

焦
点
を
当
て
ら
れ
た
講
義
で
あ
っ
た
。
独
立
当
時
の
二
二
州
の
大

州
と
小
州
と
の
政
治
的
思
惑
や
建
国
の
父
祖
ら
の
構
想
と
現
実
に
一

つ
い
て
、
太
田
先
生
か
ら
徹
底
的
に
学
ば
せ
て
頂
く
非
常
に
貴
重

な
機
会
を
得
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
大
学
卒
業
後
に
、
社
会
一

人
と
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
で
日
米
通
商
摩
擦
案
件
な
ど
の
米
国
政
一

治
に
関
わ
る
業
務
に
従
事
す
る
上
で
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一

二
0
0
0年
大
統
領
選
挙
当
時
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
に
勤
務
さ
せ
一

て
頂
い
て
い
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

W
・
ブ
ッ
シ
ュ
共
和
党
大
統
領

候
補
と
ア
ル
・
ゴ
ア
民
主
党
大
統
領
候
補
と
の
大
統
領
選
挙
戦
は
一

フ
ロ
リ
ダ
州
で
の
再
集
計
作
業
を
巡
る
連
邦
最
高
裁
裁
定
に
よ
り
一

決
せ
ら
れ
、
最
終
的
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
大
統
領
選
挙
人
獲
得
数

の
過
半
数
を
上
回
る
二
七
一
名
を
獲
得
し
、
一
般
投
票
獲
得
数
で
一

は
ゴ
ア
に
約
五

O
万
票
下
回
り
な
が
ら
も
勝
利
す
る
と
い
う
歴
史

的
選
挙
を
現
地
で
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
在
学
中
、
太
田
先
一

生
は
、
「
一
般
投
票
獲
得
数
で
は
相
手
候
補
に
敗
北
し
て
も
、
大
一

統
領
選
挙
人
獲
得
数
で
勝
利
し
、
次
期
大
統
領
に
当
選
す
る
こ
と

は
理
論
的
に
は
起
こ
り
う
る
」
と
大
統
領
選
挙
人
団
制
度
に
関
す
一

る
講
義
の
中
で
お
話
し
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
が
正
に
起
こ

っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
先
生
の
講
義
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
異
一

国
の
地
で
先
生
の
講
義
を
微
笑
み
な
が
ら
振
り
返
っ
た
こ
と
が
あ
一

っ

た

。
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太
田
先
生
か
ら
学
ん
だ

「
米
国
政
治
の
基
本
」

太田俊太郎先生追悼記事

太
田
俊
太
郎
先
生
の
米
国
政
治
の
講
義
を
初
め
て
受
講
さ
せ
て

頂
い
た
の
は
、
た
し
か
法
学
部
政
治
学
科
二
年
在
学
中
の
一
九
八

七
年
（
昭
和
六
二
年
）
春
の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
翌
八
八
年
春
か
ら
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
太
田
先
生
の

第
二
三
期
ゼ
ミ
生
の
一
員
と
し
て
九

O
年
三
月
に
卒
業
す
る
迄
の

二
年
間
、
太
田
先
生
に
御
指
導
頂
い
た
。
太
田
先
生
は
米
国
大
統

領
選
挙
直
前
の
八
八
年
秋
か
ら
半
年
間
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

研
究
生
活
を
お
送
り
に
な
ら
れ
た
た
め
、
「
現
代
ア
メ
リ
カ
論
I
」

と
「
現
代
ア
メ
リ
カ
論
E
」
の
講
義
は
同
年
の
前
期
に
集
中
し
て

行
っ
て
頂
い
た
。
こ
れ
ら
の
講
義
は
非
常
に
刺
激
的
で
、
私
に
と

っ
て
今
で
も
忘
れ
が
た
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

先
生
の
講
義
の
中
で
、
特
に
、
個
人
的
に
強
い
印
象
を
受
け
た

の
は
、
米
国
建
国
時
の
政
治
理
念
と
実
際
の
政
治
制
度
の
構
築
に

つ
い
て
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
ら
の
建
国
の
父
祖
ら
の
意
図

に
つ
い
て
基
本
か
ら
御
指
導
頂
い
た
点
で
あ
り
、
大
統
領
選
挙
人

団
制
度
（
エ
レ
ク
ト
ラ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
）
に
大
き
な
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ま
た
、
太
田
先
生
に
は
、
米
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
保
守
主
義

の
系
譜
に
つ
い
て
も
基
礎
か
ら
御
指
導
頂
い
た
こ
と
も
大
変
印
象

深
く
思
い
出
さ
れ
る
。
世
界
大
恐
慌
に
対
す
る
ハ

l
パ
l
ト
・
フ

1
パ
l
共
和
党
政
権
の
保
守
理
念
に
基
づ
く
政
府
不
介
入
の
対
応

と
、
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
政
策
を
導
入
し
て
積
極
的
財
政
出
動
を
行

っ
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
民
主
党
政
権
と
の
対
応
を

比
較
し
つ
つ
、
現
代
米
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
保
守
主
義
の
考
え

方
の
違
い
を
御
指
導
頂
い
た
。
講
義
の
際
に
配
布
し
て
頂
い
た
フ

l
バ
l
大
統
領
の
保
守
理
念
が
明
確
に
さ
れ
た
演
説
の
コ
ピ
ー
を

用
い
な
が
ら
講
義
は
開
始
さ
れ
、
大
統
領
権
限
の
拡
大
や
大
統
領

補
佐
官
制
度
の
導
入
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ

l
ト
事
件
後
の
議
会
の
委

員
会
制
度
の
大
幅
改
革
、
「
分
断
政
府
」
の
常
態
化
、
共
和
党
内

の
各
勢
力
分
析
な
ど
実
に
広
範
か
つ
有
益
な
テ

l
マ
を
次
々
に
取

り
上
げ
て
頂
い
た
。

太
田
先
生
は
、
非
常
に
謙
虚
か
つ
温
厚
な
教
育
者
で
も
あ
っ
た
。

ゼ
ミ
生
一
同
で
新
潟
県
湯
沢
で
夏
に
ゼ
ミ
合
宿
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
先
生
を
囲
ん
で
八
八
年
大
統
領
選
挙
展
望
に
つ
い
て

議
論
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

る
。
ま
た
、
太
田
先
生
は
若
き
日
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
な

さ
れ
て
い
た
が
、
留
学
中
の
一
九
六
三
年
一
一
月
二
二
日
に
ジ
ョ

ン
・

F
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
ダ
ラ
ス
で
凶
弾
に
倒
れ
た
こ
と
を

」

同
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
突
然
知
ら
さ
れ
、
同
暗
殺
事
件
が
当
時
の

米
国
社
会
に
与
え
た
衝
撃
な
ど
に
つ
い
て
も
御
自
身
の
貴
重
な
体
一

験
に
基
づ
い
て
の
お
話
し
を
伺
っ
た
こ
と
な
ど
も
思
い
出
さ
れ
る
。
一

ゼ
ミ
で
は
御
自
身
の
学
生
時
代
の
御
苦
労
と
比
較
し
つ
つ
、
一
九
一

八
0
年
代
後
半
の
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
時
代
に
学
生
時
代
を
送
っ
一

た
我
々
に
対
し
、
我
々
の
時
代
が
い
か
に
幸
せ
で
あ
る
か
に
つ
い

て
お
話
を
さ
れ
な
が
ら
、
社
会
に
飛
び
立
っ
て
い
く
我
々
に
自
ら
一

が
信
じ
る
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
も
お
一

話
し
し
て
頂
い
た
。

慶
慮
義
塾
卒
業
か
ら
既
に
一
九
年
の
歳
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
一

て
い
る
。
太
田
先
生
の
強
い
要
請
で
ご
後
任
と
し
て
慶
慮
義
塾
で
、
一

長
年
、
米
国
政
治
の
御
指
導
を
頂
い
た
久
保
文
明
東
京
大
学
教
授
一

の
研
究
会
な
ど
の
末
席
に
現
在
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
が
、
太
一

回
先
生
が
久
保
先
生
を
慶
慮
義
塾
に
招
い
て
頂
か
な
か
っ
た
ら
、
一

現
在
、
私
が
久
保
先
生
の
御
指
導
を
頂
い
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
一

ま
た
、
久
保
先
生
の
ご
後
任
と
し
て
慶
慮
義
塾
で
御
指
導
頂
い
て

い
る
岡
山
裕
准
教
授
に
も
研
究
会
な
ど
で
御
一
緒
さ
せ
て
頂
い
て
一

お
り
、
久
保
先
生
や
岡
山
先
生
の
よ
う
な
方
々
と
の
出
会
い
は
太

田
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ら
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
一

う
。
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
は
し
く
れ
の
一
人
と
し
て
、
現
在
一

も
米
国
政
治
関
連
の
業
務
に
従
事
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
が
、
私
の

し
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「
米
国
政
治
の
基
本
」
は
慶
麿
義
塾
在
学
中
に
太
田
先
生
の
御
指

導
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

太
田
先
生
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
や
す
み
下
さ
い
。

住
友
商
事
総
合
研
究
所

北
米
担
当
シ
ニ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト

足

主L

正

彦

L －ーーー ーーーーー 一一一ー 一一一一ーー一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一 ー一一一一 ーーー一一 ーー」

201 


